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1. まえがき

我が国の上下水道事業は，水需要の減少に伴って収益が

伸び悩む中，施設老朽化による更新需要の増加， ベテラン

技術者の大量退職など厳しい環境にさらされている。また，

ライフラインとして安全，安心，安定なサービスの維持，

向上も期待されており，財政の立て直し・健全化など，運

営基盤の強化が求められていることから，運用システムに

対する省力化や効率化のニーズは大きい。このような背景

の中，政策的な方向性も示されている。 

水道分野では，厚生労働省が 2013 年 3 月に策定した「新

水道ビジョン」

(1)

で水道施設のレベルアップとして水需要減

少に対応したダウンサイジングを踏まえた施設の再構築や

発展的広域化，官民連携の推進などを掲げている。 

下水道分野では，国土交通省が 2015 年 3 月「持続的かつ

質の高い下水道事業の展開に向けた ICT 活用ビジョン」

(2)

で施設状態把握の高度化，下水道施設運転の高効率化など

を挙げている。 

また，経済産業省は「水道事業の広域化」も見据えつつ，

水道事業に CPS/IoT を実装するための枠組みとその実現に

向けたロードマップを議論し，水道事業における CPS/IoT

活用の在り方や，必要となるルール，対処すべき課題等を

2016 年度から検討してきた。 

さらに日本下水道事業団は下水道 IoT 導入に向けた調査

研究として公募型の調査研究を 2016 年度から 2年間で実施

した。具体的には、下水道事業の運営管理、または運営管

理支援における管理体制・施設管理・経営管理の一体的マ

ネジメントに寄与する IoT 技術検討と効果の評価・実証検

証である。 

このような背景のもと，上下水道プラントシステムには，

プラントの運転操作支援，プラントデータの診断，及びス

マートデバイスや IoT などのネットワーク技術を活用した

設備保全の省力化・効率化などの維持管理性の向上や，広

域監視や遠隔監視，多様な広域化など管理形態のダウンサ

イジングによる効率化が期待される。

一方で，上下水道プラントでは安全性，安定性，耐故障

性が強く求められているため，ハードウェアやソフトウェ

アの品質や互換性，信頼性の確保が必要であり，それら新

技術の適用には課題も多い。 

本委員会は，安定かつ効率的な運用が求められる上下水

道施設に対して，設備保全の省力化や効率化，プラントの

運転操作支援技術，広域・遠隔監視，エネルギー管理にお

けるシーズ，ニーズを調査，検討し，今後取り組むべき課

題を明確にして，今後の対策を検討していくとともに，こ

れらのあり方について提言を行うことを目的として設置さ

れた。 

具体的には，全国の自治体にアンケートを送付して，以

下の調査を行った。 

(１) 施設概要，管理形態などの諸言に関する調査

(２) プラントデータや日常点検データの収集や活用状

況，設備診断や台帳管理に関する調査 

(３) 運転操作支援機能の導入や活用状況，省エネ・省

コストを目的とした運用，無線や外部ネットワー

クとの接続，技術継承に関する調査

これら現場からのアンケート結果，技術調査の結果を受

けて，本委員会としての見解をとりまとめ，具体的な対策

を提言する。これにより，設備管理や運転操作支援のレベ

ルアップが可能となる。さらに，上下水道施設における効

率的なシステム構築のあるべき姿を明らかにする。この提

言により，より低コストで安定した運用管理ができること

が期待される。 
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